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市の人 口 

(8月米現在） 

総人口 	50、 346 
男 	24'465 
女 	25'881 

世帯数 	9'771 

  

     

     

一
 
第
4
9回
定
例
市
議
会

開
く
 

馴
業
祭一事
業
費

な
、ご
審
議
 

追
加
更

生
三
〇
二

三
万

円

を
可

決
 

五
所
川
原
市
議
会
第
四
十
九
回
定
例
会
は
九
月
十
大
日
開
会
、
第
十
「
面
東
北
議
長
会
定
例
総
会
で
大
年
以
上
の
議
員
と
し
て
表
影
さ
れ
た
中
野
修

三
議
員
へ
の
表
彰
伝
遠
式
を
お
こ
な
つ
たの
ち
、
さ
る
十
三
日
死
去
し
た
土
岐
令
次
議員
へ
松
本
与
三
郎
議
員
か
ら
追
悼
の
辞
が
お
く
ら
れ
た
。
そ

の
後
本
会
臓
に
入
り
山
内
市
長
か
ら提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、
常
任
言
会
付
託

と
な
つ
て
い
た
市
立
野
里
小
学
校
蛋
場

敷
地
貿
受
け
は
採
択

景
か
ら

七
ツ
舘
に
通
す
る
道
路
の
市
道
編
入
は
不
採
択
、
ま
た
専
決
四
件
も
承
認
さ
れ
た
。
翌
十
七
、十
八
日
は
議
案
熱
考
の
た
め
休
会
、
十
九

日
再
開
さ
れ会
期
を
一
日
延
長
し
て
一
般
質
問
、
議
案
審
議
が
お
こ
な
わ
れ
全
議
案
原
案
通
り
可
決
さ
れ
二
十
一
日閉
会
し
ま
し
た
。
 

誠灘恕難羅燕躍巌蕊 

国民健農保険税“ 2 期 

間定資産税一3 期 

9月30日が納期限です 

今月 の納 期 

算
 

い
て
 

露
舞
難
鰯
）
蕪
鯛
鯛
鰯
一
 

m綴
難
織
「
繊
舞
麟
響
難
難
一
 

山
内
市
長
提
案

理
由
 

(1部2円) 
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《
 

》
 

"
 

《
 

【
 

《
 

~
 

》
 

》
 

県
社
会
福
祉
 

大
会
お

わ
る
 

第
十
回
青
森県
社
会
福
祉
大
会
が
さ
る

八
月
二
十
大
日
か
ら
」
百
間
、
む
つ
市

大
湊
小
学
校
で
開
か
れた
が
同
大会
に

お
い
て
昭
和
」
干
五
年
か
ら
自宅
を
開

放
し
て
保
育
所
を
開
き
、
今
年
は
厚
生

省
の
認
可
を
得
て
施
設
を
と
と
の
え
、
 

老
後
を
保
育
事
業
に
さ
さげ
て
き
た
市

内
鶴
ケ
岡
、
沢
田
峰
太
郎
（
8
4）さ
ん

に
表
彰
状
を
、ま
た
才
末
助
け合
い
運

動
に
協
力
し
た
個
人
お
よ
び
団体
に
感

謝
状
が
お
く
ら
れま
し
た
。
 

☆
感
謝
状
（
関
係
分
）
森
田
キ
ョ
、
五

高
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
、
安
田
龍
二
、
工

藤
フ
ミ
ェ
、
西
北
桝
院
聯員
一
同
、
高

満
タ
カ
、
ロ
1
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
、高
瀬

星
雲
会
少
年
ク
ー
フ
ブ
、
平
山
信
夫
、葛

西
貰
ニ
、
後
藤
と
し
子
、
山
上
タ
ク
シ
 

ー
従
業
員
一
同
。
な
お
【一
 
信
夫
、工

藤
フ
ミ
ェ
、
俊
藤
と
し
子
、
葛
西
吉
三

以
上
里
刀
々
の
住所
不
明
の
た
め
感
謝

状
を
市
福
祉
事
務所
で
あ
す
か
つ
て
お

り
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
‘
 

秋
季
大
掃
除
 

巡
視
日

程
 

市
民
生
課
で
は
こ
の
ほ
ど
秋
季
大
掃
除

の
巡
視
日
程
を
つ
ぎ
のと
お
り
決
定
し
 

J

鰻
）

譲
は
日篇
除
に躍
な
一
 

報
 

広
 

市
 

原
 

1
 

提
出
案
件
 

①
専
決
処
分
に
つ
い
て
 

所
 ①
特
別
職
の
職員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
お
よ
び
費用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を，
塗
す
る
条
例
制
定
に
 

J
羅
原
市賢
の
給
与
に関
する
 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
 

④
財
政
再
建
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

①
一
般
会
計
才
入
才出
追
加
更
正
予
算

頭

⑥
特
別
会
計
国
保
直
診
襲

才
入
才
川
 

n
 迫
加
予
算
 

明

①
覇
糾

水
道
事
業
費
才
山
呈
予
 

年
 

%
 

和
 

昭
 

什i長 

毎
年
ノ
、
赤
い
羽
根
山
（同
募
金
に
つ
い

て
は
市民
名
征
の
あ
た
た
かい
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
目標
額
を
う
わ
ま
わ

る
好
成
績
を
お
さ
め
て
お
り
ま
す
。
厚

く
お
礼
申
しあ
げ
ま
す
。
 

ま
た
こ
と
しも
土

Hか
ら
赤
い
羽
根
運

動
が
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
例
年
ど
お
り
み
な
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご支
援
を
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。
 

な
お
皿「
市
の今
年
度
日
標
額
は大
O
万
 

】
一
千円
で
こ
の
地
区割
当
会
議
は
八
日

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
各
地
区
割
当
鎖
 
 

は
つ
さ
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
 

m嵐
調
布
二
〇
Q
U円
、
栄
町
、
田
町

一
二
O
O
O円
、
平
井
町
大
〇
（)O
円

平
和
町

ニ
一
〇
O
。
円
、
元
町
一
o
 

〇
O
〇
円
、
新
町
一
〇
。
〇
O
円
、
鎌

谷
町
七
O
oO
円
、
ま
田
町
四
（又
）
o
 

円
、
柳
町
五
〇
O
O円
、
布
屋
町
、
弥

生
町
一
大
〇
O
〇
円
、
本
町
一
O
Oo
 

O
円
、
川
端
町
一
「
6
O。
円
、
旭
町

大
町
二
大
〇
O
〇
円
、
寺
町
、
岩
木
町

一
九O
O
O円
、
敷
島
町
九〇
O
〇
円
 

」血
血
町
一
一
O
O
O円
、
中
平
井
町

七
〇
O
O円
、
下
平
井
町
一
四
〇
O
(
)
 

す
 

で
 

み
、
、
 

す
 

A
ノ
 

、
去
〕
 

品
が
主
た
る
内
容
で
あり
ま
す
．
 

ま
た
維
持
修
繕
費は
台
風
四
号の
被

害
復
旧
で
あ
り
『そ
の
他
の
経
費
七

百
万
は
、
区
皿
整
理
補
助
金
、
児
童

措
量
費
、学
童
の
結
核検
診
委
託
料

農
業
祭
会
計
へ
の
繰
出
金
等と
な
つ

て
お
りま
す
。
 

つ
ぎ
に
投
資
的
経
費ギ
大
百
万
円
は
 

円
、
柏
原
町
、
幾
島
町
一
一
〇
〇
〇
円

鋼
町
一
七
〇
〇
O
円
、
東
町
四
O
〇
〇

円
十
川

町
二
O
O
O
E
l

、
新
官
町
、
 

末
広
町
九
O
O
O円
、
小
曲
大
〇
〇
o
 

円
、
毘
沙
門
ニ
ニ
〇
O
O円
、
栄
三
 

（
又
）O
m『
、中
川
三
五
O
O
O円
、
三

好
三
大
O
O
O円
、
長
柵
四
大
O
O
()
 

円
、
松
島
五
一
〇
Q
U円
、
飯
詰
四
四
 

O
（×
）
円
七
和
真
又
）
O
O円
、
梅
沢

二
兵
）
O
O円
 

単
価
の
値
上
り
を財
源
と
し
て
、
レ

ン
ト
グ
ン
お
よ
び
住
診用
乗
用
車
の

購
入
な
ら
び
に
一
部
経
常
費の
追
加

で
あ
り
ま
す
。
議
案
第
八
十
八
号
特

別
会
計
水道
事
業
費
才
出
更正
予
算

は
経
常
費
の
一
部
組
替に
よ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
 

勝
案
第
九
十
号
、九
可
一
男
は
特
別
 
 

会
計
第
三
回青
森
県
展
業
祭
予
算
お

よ
び
本
予
算
の
流
用
に
つ
い
て
で
あ

り
、
議
案
第
九
十
一
耳
、九
十
三
号

九
十
四
号は
松
島
小
学
校
、
五
所
川

原
小
学
校
の
校
舎
お
よ
び
附
鵬
姓
物

の
増
築
計
画
で
あ
り
ま
す
。
 

議
案
第
九
十
五
号
は
前
田野
目
、
桜

田
の
両
部
落
に
集
4蔵
を
建
設
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
議
案
第
九
十

パ
号
は
広
田
部
落
民
お
よ
び
旭
町
町

民
よ
り
の
建物
、
道
路
敷
地
の
寄
附

申
し
出
に
よ
る
も
ので
あ
り
ま
す
。
 

議
案
第
九
十
七
号
は
西
北
中
央
病
院

で
の
往
診
用
乗
用
車
の
購
入
を
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
議
案
第
九

十
八
号
は
本市
ほ
か
四
カ
町
で
設
立

す
る
衛
生
処
理
施
設
の
組合
規
約
の

制
定
に
関
す
る
も
ので
あ
り
ま
す
。
 
 

天
井
裏
、
床
下
、
物
置
等
お
よ
び
下
水

一
を
とく
に
注
意
し
て
掃
除
さ
れ
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

O
巡
視
日
程
 
十
月
十
大
日
午前
田
町

栄
町
、
元
町

午
後
平
和
町
田
町

栄
町
、
十
七
日
午
前
柳
町
、
成
田
町
、
 

午
後
新
町
、
鎌
谷
町
、
十
八
目
弥
生町

田
園
調
布
、
布
屋
町
、
本
町
、川
端
町

十
九
日
東
町
、
寺
町
岩
木
町
十

九

日
午
前
新
宮
町
、
午
後
、
幾
島
町
、
一
一

十
日
午
前
、
柏
原
町
、
上
平
井
町
、
午

後
、
大
町
、
錦
町
、
一
干
「
百
午
前
、
 

旭
町
、
敷
島
町
、
雛
田
、
午
俊
中
平
井

町
、
漆
川
住
宅
、
ニ
十
四
日
午前
、
下

平
井
町
、
午
俊
、
中
川
地
区
冊
元
、
一
一

十
五
日
午
前
、平
井
町
 

秋

の
痘
そ
う
予
 

防
接

種

日
程
 

昭
和
」
干
大
年
度
秋
の
痘
そ
う
予
防
授

種
を
つ
ぎ
の
日程
に
よ
り
実
施
し
ま
す

か
ら
該
当
者
は
お
わ
す
れ
な
く
接
種
さ

れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

対
象
者
は
三
十
大
年
三
月
一
日
か
ら昭

和
三
十
大
年
五
月
末
ま
で
の
出
ル
浦乞

す
。
 （カ
ツ
コ
内
期
日
は
検
診日
）
 

旧
五
所
川
原
、
小
曲
地
区
9
月
2
0、2
1
 

日
市
立
西
北
中
央
病
院
（
9
月
認
日
）
 

」
寿
地
区
器
日
三好
診
療
所
（2
9
日
）
 

飯
詰
地
区
2
5日飯
詰
診
療
所
（
n
月
2
 

日
）
、
七
和
m
区
2
6具
一
 
木
沢
小学

校
（
3
日
）
毘
沙
門
地
区
2
7日男
沙
門

小
学
校

（4
旦
、

栄
地
区
2
8日栄
支

所
（
5
日
）
中
川
地
区
2
9日中
川
診
療

所
（
6
日
）
、
松
島
地
区
1
0月2
日
松

島
支
所
（
9
日
）
、
梅
沢
地
区
3
日
梅

沢
支
所

（n
日
）
、
長
柵
地
区
4
日
長

柵
診
療
所
（
1
1日）
 

全
地
区
都
合
に
よ
り
実
施
で
き
な
か
つ

た
人
は
1
0月5
日
市
立
西
北
中
央
病
院
 

(1
0月1
2日）
で
お
こ
な
い
ま
す
。
 

時
間
は
各
地
区
、
接
種
期
日
、
検
診
期

日
と
も
に
午
後
一
時か
ら
三
時
ま
で
料

金
は
一
人
十
円
で
す
。
 

業
費
才
入
才
出
予
算①
予
算
の
流
用
 

に
つ
い
て
 

⑩
市
立
松
島
小
学
校
教
員
住
宅
お
よ
び
 

物
置
新
築
に
つ
い
て
 

の
市
立
五
所
川
原
小
学
校
物
置
新
築
に
 

つ
い
て
 

＠
市
立
松
島
小
学
校
校
舎
お
よ
び
屋
内
 

運
勤
場
増
築
追
加
工
事
につ
い
て
 

⑩
集
会
所
の
設
置
に
つ
い
で
 

＠
寄
附
を
受け
る
こ
と
に
つ
い
て
 

⑩
乗
用
車
（
西
北
中央
肩
院
）
の
購
入
 

に
つ
い
て
 

⑩
西
北
五
衛生
処
理
組合
の
殺
立
に
つ
 

い
て
 一

般

質
問
 

一
般
質
間
者
お
よ
び
そ
の
項
目
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
あり
ま
す
。
 

土
岐
伝
」議

員
 
①
梅
沢
、
栄
統
合

巾
学
校
敷
地
問
題
に
つ
い
て③
五
小
解

休
の
木
材
払
いさ
げ
に
つ
い
て
 

山
谷
満
広
議
員
 
田
呼内
の
人
事
が

適
材
適
所に
配
置
に
な
つ
て
い
る
か
③

五
所
川
原
ま
つ
り
の
予
算
は
百
五
十
万
 

円
も
嬰
し
て
お
り
こ
の
大
半が
市
民
の

附
寄
に
よ
つ
て
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
 

今
轡
こ
の
寄
附
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
 

西
谷
美
佐
雄
議
員
 
①
台
風
十
八
号

に
よ
る
消
防
団
の
警
戒
活
動
は
徹
底
し

た
も
の
が
み
ら
れ
た
が
こ
れ
ら
の
手
当

に
つ
い
て
③
台
風
に
よ
つ
て
の
被
害
に

減
税
す
る
意
志
は
な
い
か
①
農
業
祭
開

催
に
よ
る
受
入
れ
態
勢
は
ど
う
か
 

櫛
引
留
吉
議
員
 
農
業
改
善
機
梅
に

つ
い
て
構
想
は
。
 

原
田
市
太
郎
議
員
 
農
業
祭に
つ
い

て
、
わ
れ
わ
れ
議
員
は
運
営
委
員
に
な

つ
て
い
る
が
、
い
ま
ま
で
な
ん
の
通
知

も
な
い
、
名
前
だ
け
で
な
く
ど
ん
ど
ん

会
合
を
持
つ
必
嬰
が
あ
る
と
思
う
か
。
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内
 

ロ
 

」
ー
 
号は
財
政
再建
計
画
の
変
更
お
 

よ
び
臓
案
第
八
十
七号
一
般
会
計
才
 

，
 
特
別
職
の
職
員で
非
常
勤
の
も
の
の
 
四百
万
円
、現
過
議
国

庫
補
助
金
 

一
 
と
て
，七
人
コ
『
l
o雪
《
（
人
「
‘

J
ー
ミ
て
一
 ，.
 l
t才
，
．ニ
『ど
ロ
一‘

r毛
一

叫
 
議
案
に
移
り
ま
し
て
第
八
十
四
号
は
 
四
百
大十
万
円
、地
方
交
付
税
一
千
 

飯
詰
地
域
の
部
分
林
設
定
の
変更
で
 
入
ー
オ
出
追
加更
正
予
算は
，
学
校

あ
り
、
第
九
、
十
号
は
胃森
県
農
業
 
建
築
、尽
豊］
住宅
建
築
の
賢材
値
上

祭
開
催
に
伴
う
特
別
会
計
の
設
置
お
 
り
を
主と
し
た
追
加
予
算で
あ
り
ま

よ
び
暫
定
予
算
の
設
定
で
あ
り
ま
す
 
す
。す
な
わ
ち
才入
面
で
は
市
税
で

議
案
に
移
り
ま
し
て
第
八
十
四
号
は
 
四
百
大十
万
円
、地
方
交
付
税
一
千
 

赤

い
羽
根
運
動

に
協
力
 

⑧
特
別
会
計
第
三
回
青
森
県
農
業
祭
事
⑩
臨
時
出
納
検
査
立
合
人
の
互
選
に
つ
費
に
い
れ
た
ら
ど
う
か
 

I
1

1
,
'
i
.

j
ノ
、
・
 

J
．
 
馴
一
 
，
‘

I
.
 
．
 

な
わ
れ
た
が
、
市
で
も
「と
ま
り
の
 

，
三、
，
,
！
雪
，一
！
ョ
，ョユ
，。・‘
芭
言・
」
●
●
．

，
‘
●
、
昌
？
早
三？
？・
●
●
●
ョ
、
三
●●、
三
？ョ
、
ユ
●
三
・
一
三
了
F●
三
●ユミ
三
！‘
「
三
三
ら
ミ
ミ
．一
？
ミ
●
（
！
ら

ニ
，三
三三
三ミ
．ョ
三
 
！
 

n三
三三
玉
ニ
了
 
「
ー
ミ
ミ
ミ
ミ
三
・三
」
・
三
ョ
‘
 

護
靖
霧
円
程
度
を

晃
 

目
標

額
六

〇
万
二

千
円

で
す
 
鶏
縄
接
濡
淳獲
 

五
小
・
松
小
新
築
完
成
 

市
立
五
所
川原
小
学
校
お
よ
び松
島
小
学
校
の
新
築
工
事
はさ
る
大
月
着
工
、そ
の
後
工
事
は
急

ピ
ツ
チ
に
進
み
九
月
一
干
日
現
在
で
松
島
小
学
校
は
校
舎
、
屋
内
体
操
場
と
も九
割
が
完
成
、
一

方
五
所
川
原
小
学
校
も
屋
内
体
操
場
が
完
成
、管
理
棟
、
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
棟
、約
八
割
が
そ
れ
ぞ

れ
売
成
し
て
い
る
。
 

松
島
小
学
校
は
総
坪数
一
九八
〇
・
〇
」
平
方
米
、
工
費
は
一九
一
九
万
円
、内
部
は
普
通
数
窒

九
数
室
、
特
別
教
室
一
教
量
、
校
長
窒
、
理
科
窒
、
理
科
進衛
窒
、
保
健
富
奪
、ま
た
五
所
川
原

小
学
校
は
総坪
数
が
四四
一
一八
・
四
五
平
万
米
、
工
費
は
四
二
七
七万
円
で
内
部
普
通
致
室
二
十

四
政
室
、
特
別
数
室
（図
書
窒
、会
議
室
）
二
教
窒
、
理
科
室
、
理
科
血
備
窒
、
保
健
室
、
校
長

室
、
職
員
室
、
事
務
昭辱
と
な
つ
て
い
る
。
完
成
俊
は
松
島
小
学
校
は
五
四
五
名
、
五
所
川
原
小

学
校
は
一
ニ
一〇
名
の
児
童
を
収
容
す
る
．
な
お
先
成
は
松
島
小
学
校
は
九
月
末
、
五
所
川
原
小

学
校
は
十
月
中
旬
の
予
定
で雲
。

（耳
貢
上
五
小
校
舎
 
申
●
校
内
部
 
下
松
小
●棄
）
 

.
 

日
」
を
記
念
し
て
市
内
の
満
八
十
八
才

以
上
の
と
し
よ
り
八
名
に
「
米
寿
」
の

字
の
入
つ
た
座
ぶ
と
ん
を
贈
り
ま
し
た

八
十
八
才
以
上
の
方
々
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
．小
野
イ
ト
（飯
詰
）
福
士
弥

太
郎
（
高
野）
真
藤
ひ
て

（
羽
野
木沢
 

）
、
阿
部
き
ゆ
（
ク）
佐
藤
よ
し
（福

山
）
山
口
松
三
郎
（
毘
沙
門
）
戸
沼
い

ま
（
上
平
井
町
）
小
等
威
サ
ク
ラ
（
鶴

ケ
岡
）
な
お
財
団
法人
住
友
牛
市
社
会

福
耕
葉
団
（
理
事
長
月
田
泰
二
氏
）
か

ら
こ
と
し
二
月
に
満
一
〇
O
才
に
な
つ

た
毘
沙
門
の
山
口
松
三
郎
（
文
久
元
年
 

九
月
十
五
日
の
「と
し
よ
り
の
日
」
に
 

》
・
●
g
・
‘
一
一g
・
‘三」
了
言
ミ
ー
三●
1
‘
、
・
」
！
マ
・
●了
？ー
ョ》冨
・‘
三●
●・
、
ョ
ーl
f
l
、
g
Iョ
了
・・1
ミ
●
ミ
‘
一g
・
、●
、
‘●

1
・●
、
・
、
‘

1
ョ
、
、
“

g
,
,F
l月
甘
1
ョ
ず
 

；
 
ト
 
・
ー
 
l
‘
・
“
ー
 

【
1

1
 

老
人
の
日
に
 
「浮
靖
生
れ）浅
温
濡
プ
 

ー
 

お
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
と同
団
か
 

7
‘
 

目

］
．一
 
「N
』
既
フ
，
 

ら
市
庶
藤
に

連
絡
が
あり
ま
し
た
。
 



恩
給
法
 
援
護

法
の

一
部
改
正

に
つ
い
て
 

O
旧
軍
人
、
軍
属
の
加算
復
活
等

一
恩
給闘
係
 

昭
和
三
十
六年
唐
律
第
一三
九
号
恩

給
法
一
部
改
正
 

①
加
算状
態
 

〇
戦
務
加
算
（
内
地
軟
地
及
び
航
空

里
壮
ゴ
国J
'4ノ、
》
 

加
算
率
、一
月
こ
つ
き
、三
カ
月
以

内
〇
外
国
擾
乱
地
勤
務
加
算
一

月
に

つ
童
ー
力月
O
朝
鮮
、樺
太
、
台
湾

等
旧
外
地
の
在
勤
加
算
一月
に
つき
 

半
月
以
内O
満
州
、
 

朝
鮮
、樺
太
等の
国

塊
警
傭
加
算
、
一
月

に
つ
き
、ニ
カ
月
以

内
O
外
国
鎮戊
加
算

一
月
に
つ
き
、ー
カ

月
半
以
内
 

①
甲
請
及び
請
求
期

日
 

イ
昭
和
三十
大
年
九

月
一
日
、
履
歴
申
立

を
お
こ
な
うこ
と
。
 

ロ
昭
和三
十
大
年
十
 

月
一
日
、
請
求
書
のー

 

受
付
 

①
該
当者
は
右
①
の

加
算
を含
み
 

お知らせ…”民生課 

イ
下
士官
兵
は十
二
年
以上
、
准
十

官
以
上
は
十
三
年
以
上
助
務
 

口
旧
軍
属で
文
官
は
十
七年
以
上
、
 

警
察
、監
獄
職
員
は
士
一
年以
上

ハ
旧
軍
人
、
軍
属
以
外
の
恩給
公
務

員
期
間と
旧
軍
人
、
軍
鳥
を
通
算
し

普
通
恩
給
年に
遠
す
る方
 

ニ
、イ
ロ
ハ
二に
該
当す
る
方
及
び

そ
の
遣
族
 

④
そ
の他
の
参
考
夢
項
 

イ
本
法律
は
旧
軍
人
軍
属
の
恩
給
を
 

請
求
す
る
場
合
に
限り
加
算
を
み
と

め
ら
れ
る
こ
と
。
 

ロ
現在
国
家
公
務
員
共
済組
合
法
の

長
期
組
合
員
の万
は
異
在
鵬
年
が通

算
さ
れる
の
で
請
求
しな
く
て
も
よ

し
 

圏
以
上
の
該
当
者
は
至
急
市役
所
民

生
課
へ
お届
け
ね
がい
ま
す
。
 

一
一
、加算
の
以
外
の
改
正
さ
れ
た
主

な
点
 

圏
旧
準
軍人
か
公務
起
因
で
死
亡
し

た
場
合
、そ
の
遺
族
に
扶
助
料
争麦

給
す
る
 

①
傷
病
恩
給
を増
額
さ
れ
た
 

ニ
援
護
法関
係
師
 

①
徴
用
等
に
よ
る
有

給
軍
属で
内
地
等
で
 

《
 

動
務
して
い
た
が者
 

Mタ
 
業

務
上
等
で
負
傷
ま
 

引
 

た
は
凋
気
して
い
る
 

v
．
 

場
合
は
そ
の
者の
状

口
 
況

に
よ
り
遣
蓄
与

不
 

金
を
支給
す
る
（
生
 

到
ン
 

存
者
に
は傷
病
年金
 

ー
J
 

を
交
給
す
る
）
 

八
 
舞

暑
静

和
二
 

L
 

十
一
一
年
五
月
」
百以

目
「
 
前

の
場
合
で
そ
の者

か
入
夫
婚姻
に
よる

妻
の
父
、
母
に
モ
の

も
の
の実
状
に
よ
り遺
族
年金
を
支

給
す
る
。
 

①
そ
の他
傷
害年
金
（
一時
金
）
を

増
額
さ
れ
た
。
 

以
上
は
い
づ
れ
も
昭
和
「
干
大
年
十

月
一
日
か
ら施
行
さ
れ
る
。
 

田
二
、
三
の
該
当者
は
参
考
資
料を

持
参
で
市鴛
所
民
」」
謙へ
お
い
でく

だ
さ
い
。
 

軍人恩給の改正 

司
 

第72号 原
 【

地

域

の
教
育
高
め
よ

う
 

五
百
名
集

め
盛
況
に

終
る
 

所 

届
出

に
は
不
熟
心
で
す
 

住
民
登

録
実

態
調
査
結

果
 

も
つ

と
御
協
力

を
 

社
会
福
祉
施
設
の
充

実
 

新
市
五

カ
年
計
画
慨
要

国
 

日
常
のな
や
み
やし
希
望
者
は
十
月
二
十日
ま
で
市役
所
民
験
お
よ
び身
体
け
んさ
を
一日
で
おこ

ん
ぱ
い
ごと
に
つ
い
牛
課
ま
たは
自
衛
墜
町森
地
方連
絡
部
な
い
ま
す
。当
市
の
し
け
ん
日
は
十月

て
適
当
な
そ
ろ
た
んま
で
志
願
書
を
提
出
して
く
だ
さ
い
。
 一
干
四
目
巾
央
公民
舘
で
お
こ
なう
予

あ
い
て
がな
く
、
ひ

入
隊
時
の待
遇
は被
服
、食
事
支
給
の
定
で
す
、
 

と
り
で
お
もい
つ
め

う
え

営
内
（
艦
内
）
に
居住

、
給料

志
願
書
は民
4
課
に
あ
り
ます
。
く
わ

て
い
る
かた
は
あ
り
は
刀
額
七
大O
O円
、
そ
の
鵬
緬
手当
し

い
こ
と
は
市役
所
民
生課
に
お
た
ず

ま
せ
ん
か
、市
の
「
が
支
給
さ
れま
す
試験
は
十月
下
旬
県
ね
く
だ
さ
い
。
 

し
ん
ぱ
い
ご
と
そ
う
内
大
市で
か
ん
た
ん
な
筆
討
、口
述
試
 

滴
M＊
ミ
 
北
五
地
方
数
育
委
国
 

丘
 
一
 
会

連
絡
協議
会
、
北

音

？
ヘ
パ
 
地
方
教
職
員
組
合の

攻

・
」へ
 
共
催
に
よ
る昭
和
三
 

」」J
 
b」
 
十
大
年
度
北
五地
方
 

」
」
」
 
勃
」
 教
育
総
合研
究
大
会
 

旧
 
潰
 
田
 

は
十
三
日
午
前
九
時
 

m

柾
齢
」競
「「
」
「
 

角
 

一
 
者
約
五
O
。
名
が
参
 

6
 

【
 
．
!
．
ー
‘
．
一
・ノ1
 

B
一
一ー
ー
一
 

加
し
て
「み
ん
な
が
 

引
一
力
を
あ
わ
せ
て
地
域
の
教
育

を
篇
め
よ
 

ー

一う
」
を
研
究
基本
目
標
に
「
わた
く
し
 

た
ち
の
町
や
村
は
ど
の
よ
う
に

変
り
つ
 

つ
あ
る
か
間
麗
を
ほ
り
さ
げよ
う
」
を
 

、ノ
 
研
兜
主
題
と
して
ひ
らか
れ
た
。
 

器
纏
響
壁
」報
腰
 

「
堰

市
長
ら
来
賢
の
祝
辞
が
あ
つ
て開
会
式
 

畔
鱗
製
熱
』
 

健
解
襲
蕊
轄
駕
？
 

校
長
斎
藤
敏
墜
」
《
、嬢
の
立
場
か
ら
の
 
 粗

を
検
討
する
に
、山
ら
ゆ
る面
に
お

い
て
整
備
の急
を
要
寸
る
こ
と
は
言
を

ま
た
ない
の
で
ある
が
、こ
れ
が全
面

的
な
阜期
解
決は
レ」
一
っ
て
い
望
み
得
な

い
の
で
当
市の
現況
に
か
ん
がみ
目
下

の
と
ころ
も
つと
も
急
を
要
す
句
レ」
お

も
わ
れ
る環
塊
術生
を
1
」仁
した
コ
カ
 

」
と
「ハ
エL
の
い
な
い
清け
つそ
明

る
い
すみ
よ
い街
づ
く
り
に
重
点
を
和

き
特
別
指
足地
区
を
も
っ
け
て
指
導
し

他
方
術
生
思
想の
普
攻
を
は
かり
逮
次

衛
生
組
合
の
結
成
強
化
に
力
全
を
期し

初
期
の
目
的
をm歳
す
る
u
 

こ
れ
が
た
め
伝
染
病
の
予防
注
射
、結

核
検
診
、寄
生
虫
の
駆
除
防疫
資
材
の

整
備
、薬
剤
撒布
の
指
導
、公
衆
便
所
 

α
茸
取
 
崎
男i

身
父
釦
垣α
鞠
鵬

等
年
次
計
画
によ
り
実
堀し
問
題を
解
一

決
す
る
心
 

一
 

会
長
田
中
す
急さ
ん
がそ
れ
ぞ実
績
発

表
を
お
こ
な
つ
たh
 

分
科
会
は
山数
育
の
問
題
（
司会
者
鶴

田
町
商
工
会
ル
長
太田
《
弘
、助
「い
者

中
里
中
学
校
長
」
工
山
明）
②
文
化
の間

題
（
司
会者
、
板
柳
町
織祉
協
讐
〈長

佐
藤
親
英
、助
言
者
五
所
川
原
中
央
公

民
舘
長
越
後善
三
郎
）
⑧生
産
と
経
済

問
題
（
司会
者
三
好農
協
組
合
長開
米

佐
太
郎
、助
言
者
農
協
中
央会
五
所
川

原
文
所
長
岩淵
潔
）
印
牛活
改
善
の
問

題

（
司
会者
三
愛
ク
ーフ
ブ会
長
田中
す

魚
、
助
青
者展
業
改艮
普
及
員
豊
島京

子
）
⑤
人
間関
係
の問
題
（
司会
者
市

連
P
T
A副
会
長
秋
田
修
次
、助
言
者

西
＋一
 
育
事
務
所
指
導
主
事
松
本
千
万

次
郎
）
の
五つ
の
問
題に
つ
い
て
討議

が
か
わ
さ
れ
た
。
 

つ
い
で
レ
ク
リ
エ
ー
ショ
ンと
し
て
五

中
プ
ーフ
ス
パ
ン
ドの
演
奏
会
な
ど
お
こ

な
わ
れ
た
。
 

午
後
は
一時
一
一
十
分
か
ら
各
分科
会
の
 

水
道
計
画
 

五
カ
年
に
お
い
て設
備
の
拡
張
、老
朽

施
設
の
更
新
、
全
家
庭
へ
の量
水
器
の

殺
置
に
よ
り遂
次
全
地
域
への
給
水
を

実
現
す
ろ
 

国
民
健
康
 

保
険
計
画
 

国
民
年
金
お
よ
び厚
生
年
金
融
資に
よ

り
、
三
十
六年
度
に
お
い
て敷
島
分
院

の
給
食棟
を
新築
し
で名
史
と
も
に
西

北
五
の
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
てモ
の
機

構
を
充
実
せ
しめ
る
。
 

住
宅
計
画
 

公
営
住
宅
の
建
設
は
一
一
土
ハ
年
度
か
ら

三
十
八
年
度
の
三カ
年
の
特
足
計
圃に
 
 

よ
り
湊
地
区
内
に一
一
。。
戸
を
建
設
し

て
市
民
の
住
宅不
足
に
対
処
す
る
が
こ

ん
ご
住
宅
公
団
等
の
分
譲
住
宅
、厚
生

年
金
融
資
に
よ
る厚
窪
」
」宅等
の
建
設

を
促
進
奨
励
寸
る
。ま
た
民
間
住
宅
の

建
築
に
は
積
極
的
に
建
設
意欲
を
啓
敵

し
技
術
の提
供
、民
間
資金
の
活用
等

総
合
的
な
対策
を
こ
う
す
るJ
 

行
政
機
構

の

合
理
化
等

に

関
す

る
計
画
 

m
消
防
施
設
の
整備
 
過
去一
面
の

大
火
の
試
練
を
ーつ
け
そ
の
万
全
を
期
し

て
整
備
さ
れた
各
種
施
設
もそ
の
老
朽

化
と
市勢
の
発庭
を
み
た
現
在
は
若
干

の
増
強
を必
要
と
さ
れ
る
段
階
に
あ
り

動
的
整
備
の
機
動
力の
充
実
、
静
的
施
 

十
分
閉
会
した
。
 

設
の
防
火
水
槽
等
の
整
備
拡
充は
早
急

に
必
要と
さ
れ
、
ま
た
各
部
落
の消
防

団
も
これ
と
併
（tlし
て
強
化
す
る必
要

が
あ
る
の
に
そ
の
補
強
を
重
点的
に
粘

こ
な
う
もの
で
あ
る
。
 

②
庁
舎
そ
の
他
公用
施
設
の整
備

現
庁
舎
は
爵
採
光
そ
の
他
の講

が

悪
く
加
え
て
狭
隆
は
な
はだ
し
く
事
務

の
膨
張
、職
員
の
増に
と
も
ない
過
去

二
回
増築
し
た
が
日
常
の事
務
、と
く

に
諸
会
合の
際
は
き
わ
めて
不
便で
あ

り
書
類保
管
の
設備
が
なく
重
要書
頬

の
整
備に
ふ
べ
んを
感
じ
て
いる
。
モ

こ
で
四
＋年
よ
り
ニ
カ
年
にお
い
て
庁

舎
の
新築
を
計
画
し
て
い
る
。
 

⑧
事
務処
理
方
法
の改
善
 
近
年人

ロ
の
増に
伴
い
事
務量
も
多
く
な
つて

お
り
各
課
の
調査
し
た
資
料
を
独白
で

保
管
して
い
る
た
め
照
査
の際
は
ふ
べ

ん
で
あ
る
。し
か
し
庁
舎
の完
成
に
よ

り
一
応
解決
さ
れ
る
。
 

対
市
民
関
係に
お
い
て
もm
内
組
織
は

相
互
の
関連
お
よ
び連
絡
結
合
がな
い

の
で
市
民
は
窓ロ
か
ら窓
ロ
へと
同
一

内
容
書
類
を
多数
作
成
して
提
出
して

い
る
状況
な
ので
今
轡窓
日
事
務
の
統

合
を
実
施
し
、窓
日
を歴
訪
す
る時
間
 

卵
 
旺
 

ご
 
利

配
 
ご
 こ

 

し
ん
ぱ
い
ご
と
に
つ
い
てよ
り
よ
い
解

決
方
法
を
み
い
だす
と
ころ
で
す
‘
 

一
切
の
秘
密
を
ま
も
り
、
無
料
で
す
の

で
お
気
軽
に
ご
利用
く
だ
さ
い
。
 

日
時
 
毎
避
水
曜
日
午
前
九
時
から
 

午
後
三
時
ま
で
 

場
所
 
市福
祉
事
務
所
（
市役
所
内
）
 

一
一
階
 

相
談
内
容
 
身
上相
談
、病
気
、
殿
業

生
活
困
窮そ
の
ほ
か
。
 

自
衛
官
募
集
 

志
望
者
は

1
0月
報
 

2
0日
ま
で
申

込
 

自
衝
隊
で
は
た
だ
い
ま
二
等
陸
海
空
土

自
衛
官
の
募
集
を
お
こ
な
つ
てお
り
ま

す
。
入
隊
資
格
は
満
十
八
ー
二十
五
才

来
溝
の
男
子
と
な
つ
て
お
り
ます
一
 
 市

で
はこ
の
ほ
ど旧
市
内
の住
民
登
録

の
実
態
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、モ
の
移

動
が
はげ
し
＜
予
想
以
上届
出
を
しな

い
で
現
住
所に
m”
住
し
てい
る
人
が
お

お
hろ
た
こ
とは
行
政
上
大き
な
反
省

は
も
ち
ろ
ん
市
民
各
位
の
考
へ
方を
改

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
も
いま
す
。
 

住
民
登
録
法は
憲
法を
も
と
に
した
民

事
の
法
律
で
あ
り
ま
す
。
 

登
録
の
目
的
は
「
住
民
居
住
関係
を
お

お
や
け
にみ
と
め
られ
る
よ
うに
し
て

日
常
生
活
の
べ
ん
り
を
は
か
り
、さ
ら

に
自
治
体
の
ハろ
い
ろ
な（
（『
政
事務
が
 

A疲
に
公
平
で
正
し
く
な
す
に
よ
い
資

料
と
す
る
」
こ
と
で
あ
りま
す
。
 

ま
ず印
監
登
録
、財
産
の登
記
や
モ
の
 
 

土
岐
令

次
市
議
 

市
議
会
臓
員
総
務常
任
委
員
、
 

‘岐
令
次
氏
は
九月
十
三
日
午

前
八
時
、
脳
溢
血
の
た
め自
宅

で
死
去
しま
し
た
。
 

事
年
五
十
五才
 

し
か
しモ
の
届
出
の
内
容
が
正確
で
な

く
て
は
な
り
ませ
ん
。
 

そ
う
して
住
民
登
録
栗に
登
録
し
て
こ

そ
「
私
は
五所
川
儒
に
す
ん
で
い
る
 

」
と
いう
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
り
ま

す
『
 

つ
ぎ
に
当
市
に
転
入
ず
る
場
合
、必
す

前
住
所
地の
市
町
村
か
ら
「転
出
証
明

書
」
の交
付
を
受
け
て
転
入
届
に
モえ

て
だ
して
く
だ
さ
い
。
 

市
民
のみ
な
さ
ん
には
ふ
だ
んか
ら
協

力
く
だ
さ
つ
てお
ら
れ
ま
す
が
住民
登

録
に
つ
い
ての
取
扱
に
つ
い
て
は
一
層

深
い
ご理
解
と
、
ご
協
力く
だ
さ
るよ

う
お
ね
が
い
し
ま
す
。
 

》
豚
の
ラ
ド

ン

ー
 

）
レ

ー
ス
 
種
）
 

一く（
舞
湧
採
夢
」
 

豚
の
ラ
ド
ン
レ
ー
ス
種
は
最近
欧
米
諸

国
は
勿
被
全
世
界
に
急速
に
普及
し

つ
つ
あり
、
わ
が
国
に
お
い
ても本
年

度
約
大〇
〇
頭
の
輸入
が
計
画
ざれ
、
 

す
で
に
モ
の
一部
が
到
着
して
お
り
ま

す
。
そ
こ
でラ
ド
ン
レ
ー
ス
と
は
どう

い
う
豚か
マ
い
うと
一
般
体
型
は
耳の

付
着
が
ゆ
る
く
前
に
た
れ
てい
て
顔
が

長
く
前
躯
が
非
常
に軽
く
、体
の
伸
が

あ
り
後編
が
よ
く
発
達
して
、
い
わ
ゆ
 
 

る
喫
形
のか
た
ち
を
して
い
て
皮
膚
が

白
い
。
 

枝
肉
は
脂
肪
が
うす
く
緊
が
あり
、
ロ
 

ー
ス
の
しん
が
太
く長
い
、前
邪
、中

服
、
後
艦
の
割
合
が
よ
く
、ぞ
く
に
い

う
最
上肉
、
上
肉
に
入
る
量
が
多い
。
 

現
在
輪
入
して
い
る種
豚
の価
格
は
体

重
約
七
五キ
q
ー
九
三
キロ
で
三O
万

円
ー
四
O
万
円
位
で
相当
価
格
が高
く

わ
が
国
の気
候
、風
土
に
適
す
る
か
ど

う
か
、
ま
た
わ
が国
に
お
い
て
の
能力

成
績
は
は
た
し
て
ど
つ
いう
も
の
か
、
 

今
後
の
課
題
かと
思
わ
れま
す
．
 

を
は
ぷ
くよ
う
に
す
る
．
 

一
叡
（
正
｝
課
 
相
腔垂
公
営
住
堵，
 
ニ
十

山
舞
，
 

“
一
 
b
・
聖
ー
 
ヘカ
ツ
コ
ま
事走
一
（
市
）
 

島
」」
曲
・
；季
節
保
滝
所
開
般
（
市
〕
 

三
十
六
年埋
 

（市
）
、防
火
水槽
建
殴
（
市）
消
防
衆
便
所
畿
（
市
）
 

民
生
計
画
；
辛節保
育
所
開
設
（
市
）
 
自
動

車
ポ
ンプ
購
入
（
市）
消
防
爵
水
道
施
設
の
整
備
計
画

i
給
水
施
設
の
 

衛
生
計
画i
鵬
芥
運
搬
車
購入
（
市
）
 
建
設（
市）
小
型ポ
ン
プ
臨
入
（
市）
 
護
（
市
）
 

国
騒
設
の
発
備
苗
二
廠
島
貧
給
ホ

ー
ス
購
入
（
市）
 
消
監
設
の
統
皇

備
！
小型
ポ
ンプ
 

食
棟
新
築
（
市
）
 
庁
舎
モ
の

他
公
用
施
設の
整
備

i
萎
購
入
（
市

）
防
火
水
層
建
殺（
巾
）
ホ
 

住
昇
圃
・・
窮
一
種簡
耐
公
営
住宅
建
所
建
設
（
市
）
、水
防
倉庫
麟

（
市
ー
ス
等購
入
（
市
）
 

設
（
甫）
、
第

種
簡
耐
公営
住
宅
建
）
 

客
そ

の
他
公用
施
設
の婆
備
・・
集会
 

設
（
市）
、
第
一
種
木
造
公
営
生
宅
建
 二
1
八
年
度
 

所
建
般
（市
）
乗用
車
購
入
『市
）
 

設
（
市
）
「湊
団
地
弗
備
（m
）
 

見
主
廿
叫

・h
r市
呆
専
斤
男受
、
万」
 
■

1
自
園
 

消
防
施
設の
統
合
整
備
；
防
火
水
槽建

受
唾
折鬼
没
隈
蔚
へ
有）
 

民
生
計
面i
季
節
保
育
所
開設
（
市
）
 

設
（
市）
、
小
型
ポ
ンブ
講
入
（
市
）
 
新
主
汁
川
i
方
更
器
具
聾苗
『
行）
 ノ
庄
（
一
 
程
序
姻
懲
片
疎」
 

瞥
鐘
台
建
設
（
市）
消
坊
屯
所
建
設
（R
選
設
《
苛、
、
旨ノ
、
AA
R更
斤
富
衛
生
計
園
：防
疫
器
貝
整
備
『市
』
描
 

答
そ
の
他
公
用
施
設の
整
備
・
集会

水
道
施
設
の
整備
計
画
！給
水
雁
殺
の
査
施
設

の
整
蹴
計
画
 
給
水
施
設
の
 

所
施
設
（
市）
 

拡
張
（
市）
 

護
（
市

）
 

、
 

民
飴
結保育

所
開
設

（
市）
」
曙総
鰯
騒
鷺
器
罷
鐘
燕
議
 

市
立
保育
所
建
設
（
市）
 
（
市

）
 
）
防
火

水
槽
費
護
（
市
）
小
型
ポ
ン
プ
 

鰭
」
騒競
「
』
鰐醸
設騒
終
繊
繊
『器
軒
騒
綜
）・

集
 

火
葬
場
控
窒増
築
（
市
）
 

火
水
拙
建
設
（市
）
小
型
ポ
ン
プ購
入
会
所
畿
（
市
）
、
庁
舎
襲
（
市
）
 

水
道
施
設
の
整備
計
画
・
・
鳥
水
施
設
の
 （
市）
ホ
ー
ス
購入
（
市
）
 

（継
）
 

改
遺
（
市）
 

庁
舎
そ
の
他
公用
施
設の
整
備
：集
会
 

（
この
項
終
り）
 

住
宅
計
画
…
第
 稲
間
耐
公賞
」
」宅
建
所
建
股
（
市）
乗
用
軍
購入
（
市）
 

他
諸
手統
に
「
住所
を
証
す
る書
面
」
 

の
原
本
と
し
て
大
き
な
投
目
を
果
し
て

お
り
ま
す
。
 

自
治
法
の
行
政
は
、自
治
法
ぱ
かり
で

な
く
民
法
、住
民
登
録
法
、食
糧
管
理

法
、
国
民
年
金
法あ
る
い
は
税
法
、
選

挙
法
等
と
数
多く
の
法
律
に
もと
づ
き

総
合
さ
れ
た
事
務
を
お
こ
な
つ
て
市
民

の
福
利
増
進
を
は
か
るこ
と
に
つと
め

て
い
ま
ず
。
 

そ
の
た
め
には
お
互
い
の権
利
と
義
務

を
尊
重
し
て
い
か
ね
ぱ
な
りま
せ
ん
。
 

住
民
登
録
は市
政
をよ
く
や
つ
てい
く

た
め
に
作製
さ
れ
た
もの
で
あり
ま
す

転
入
ま
た
は
転
出
し
た
と
き
は
十
四日

以
内
に
届
出
しな
く
ては
な
らな
い
．
 

厚
生
計
画
 

響
疑
「緩
誌
篠
設
 

部
 
幼
稚
園
二
で
ほ
と
ん
ど
児
竜
関
係
施
設
 

。
 
の
み
で
あ
る
が
、
当
市
は
西
北
五
畿

の
中
心
地
で
交
通
の
便
も
割
合
恵
ま
れ

て
し
る
の
で
、
あ
る
程度
の
社合
“
祉

施
設
が
設
置
さ
れた
な
らぱ
地
域住
民

の
掲
祉
の
増
進
は
あき
ら
かで
あ
る
。
 

し
た
が
つて
つ
ぎ
の
よう
な
施識
を
計

画
し
て
笑
現
を
期
して
い
る
。第
一
に
 

ー
 
身
体
障
讐ま
よ
ひ
到
子
穿庭
を
文
結
レ」
 

，ー
 
し
て
授
嘩所
ら
の
新
設
を
計
画
し
、ま

た
市
立
保
青
所
ニ
力
所
を
建
設
、農
繁

広
 
期
対
策
と
し
て
は
各
地
区に
季
節
保
カ

所
を
聞
設
す
る
。
 

市
 

積
ョ
？
言
」
胆

ー
ー
 

新
市
理
設
に
あ
た
つて
熱
市
の
衛
生問
 

‘
三
一
旦
ョ‘
B
■
よ
ヒ
ー
ョ
・昌
】
悪
】

‘E
「
ー
ョ
‘
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g
る
・ぐ
日
！
・
一
‘
」
ゴ
●
ー
ョ《
4
!‘
ー
ー
ョ
‘

d三
，
E
『
3
‘
三I
三
 

生
活
改
奪
に
つ
い
て
畑
岡
 
愛ク
ラ
フ
 
報
告
、つ
づ
い
て
「
こ
れ
か
らの
社
会
 ョ

d巨
！?
B
《
ョ1一
ロ
】
ョ

‘
！
コに
【
三
，
g
●
】●ロ
 

鑓
）
鶏鎚
鷺
耗
 
「
一

鷲
綴
鯵
醸
襲
蹄
 
紗
 

だ
ん
所
」
で
は
こ
の
 

よ
っ
な
かた
の
る
っ
 

た
ん
あ
いて
と
な
り
 

昌
！
cョ
『v‘
三
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三
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三
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）
 
五
告
第
二
十
二
号
 

公
 
売
 
公
 
告
 

五
所
川
原
市
契
約
等
に
関
す
る
条
例
第十
四
条
に
よ
り
公
売
財
産
 

を
左
記
のと
お
り
公
告
す
る
。
 

昭
和
」干
大
年
九
月
二
十
一
日
 

五
所
川
原
市
長
 
山
内
久三
郎
 

記
 

公
売
物
件
の
種
類
 
不
動
産
（
宅
地
）
 
末
尾
記
載
 

入
札
の
方
法
 
一

般
競
争
入
札
 

入
札
、
開
札
の
日
時
 
昭
和
三
十
大
年
九
月
二
十
九
日
午
前
十時

入
札
締
切
即
時
開
札
す
る
。
 

入
札
、
開
札
の
場
所
 
五所
川
原
市
役
所
会
議
室
 

入
札
保
証
金
 

入
札
命
嶺
の
百
分
の
三
以上
 

印
監
の
な
い
入
札
書
お
よ
び
郵
送
に
よ
る
入
札書
は
無
効
と
す
る
 

落
札
者
が
決
定
し
た
と
き
は
、
即
時
売
買契
約
書
を
と
り
か
わ
し

す
る
。
 

契
約
保
証
金
契
約金
額
の
百
分の
十
以
上
 

印
蹴
持
参
の
こ
と
。
 

競
落
者
が
契
約
を
結
ぱ
ない
と
き
は
、
保
証
金
は
市
に帰
属
す
る
 

そ
の
他
に
つ
い
て
は
市
役
所
庶
務
課
管財
係
へ
間
い合
せ
て
下さ
 

、
。
 

公
売
物
件
の
表
示
 

所
在
地
 
五所
川
原
重
元
町
八
一番
地
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川
小
8
0周
年
記
念
 

与
 

協
賛
会
で
記

念
品

寄
贈
 

田 

こ
し」
しの
四
月
か
ら拠
出
制
国
民
 

1
1金制
度
が
施
行
さ
れ
た
が
、
市

内
長
橋
字
広
野
（中
川
臨
区
ン
舘

山
喜
代
枝
、
3
4さ
ん
が
、
拠
田
 

制
母
子
年
金
該
当
 

者
の
市
内
第

一
号
と
して

四
日
午
前
十
 

ん
 

時
か
ら
市
役
 

所
助
役室
で

さ
 

須
郷
助
投
か

枝
 
ら

年
金
証
書

代
 
が

変
付
伝
連
 

喜
．

嬉
綾

専
溜

読
ゆ
 

御

」
競
」
 

．
 
月
に
四人
の

川
 
こ
ど
も
を
残
 

・

p
・
 
して
病
死
し
 

内
稽
ゆ
与

市
 

秒
た
t
匹
メ

が
義
務
教
育

市
学
校
、
 

を
終
了
す
る

ま
で
一
年
に

一
九二
O
o
 

円
が
こ
の母
子
年
金
証
雷
に
よ
つ

て
支
給
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
 

国民年金該当第一号 
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P36年度選挙人名簿の調白 

1―整を行つておりますーーl 

院
長
は
歪
で
あ

る
が
、
市
で
は
十
七
 
柴
田

課
長
が

国
勢

日
付
で
葛
西
副
長
予
院
畏
職務
代
理
 
調
査
功
労

で

表
彰
 

者
と
し
て
発
令
しま
し
た
．
 

市
教
育
貢
会
学
校
教
育
課
長
柴
田
文
 

と
 

‘
 

二
「
U
t'
t
 

'
？
」
．
ー山
ノ

0
 

④
良
品
の
包装
資
材
（
な
わ
を含
む
 

）
を
早
期に
準
備
す
る
こ
と
。
 

⑤
脱
穀
に
は
、
う
る
ち
、も
ち
の
混

合
を
さ
け
る
よ
う
万
全
を
期
す
るこ

と
。
 

⑥
検
査
に
は
立
合
し
検
査
官
に
協
力
 

三
r？
三
三
ら
三三
三」
三
！
三
三
三
一三三
・
三
三
！F
Fョ
三
 

《
 
昭
和
三
十大
年
産
米
の
検
査
に
つ
い
 
有
量の
下
見
を
必
ず
受
け
る
こ
と
。
 

～
 て
は
昨
年
産米
の
検
査
方
針
を踏
襲
 
①
指
定
集
荷
業
者
を中
心
と
す
る
、
 

山
 
し
、さ
ら
に
適
正
な検
査
の
推
進
を
 
もみ
ず
り
計
画
に
は
積
極
的
に
協
力
 

《
 は
か
る
も
のと
す
る
が
本
年
はと
く
 
す
る
こ
と
。
 

、
 に
買
入
数
量
の増
加
と
報作
の
早
期
 
①
もみ
す
り
に
は
優良
工
場
を
選
ぶ

山
 
化に
よ
る
早
期
時
期
へ
の
集巾
出
荷
 こ
と
。
 

《
 
が
予
想
さ
れる
の
で
生
産
者
、も
み
 

．
 ず
b
業
者
、
指
定
集
荷
者
お
よ
び
そ
 

‘
f
・
ー
ト
《
 
、
《
一【
‘
 

山
 
の
団
体等
の
出
荷
計
画
、
受
検
体
制
 
？
ソ
H
J
ー
与

r
 

一
 
の
強化
と
過
去
の実
態
お
よ
び
現
状
 
一
 

J
 
ー
 
ノ
 
ー
ーー
 

市
立
田
川
小
学
校
（
被長
白
戸
良
徳
氏
 

」
創
立
八
〇
周
年
紀
念
式
興
は
六
日
午

前
九
時
か
ら同
校
講
堂
に
市
畏
（
代
理

須
郷
助
投
）
、
仙
庭
市
議
会
議
長
、
地

元
出
身
の
原
県
議
、笠
井
、
外
崎
両
m
 

議
ら
来
資
多
数
と
学
区
民
一
O
O余
名

が
出
席
レ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
 

式
典
は
国
歌
斉
唱
、物
故
政
職
国
、
卒

業
生
の
慰
霊
祭
が
あ
つ
た
の
ち
、同
校

の
経
過
報
告
、
歴
代
校
長
と
永
年勤
続

職
員
に
感
謝
状
と
紀
魯

mを
増
皇
、
来

資
の
祝
辞
が
あ
つて
式
が
終
っ
た
。
 

同
校
は
明治
十
四
年
高
瀬
、
肌
井
、
＊

泊
、
田
川
、
新
宮
の
部落
民
が
協
同
し

て
設
立
、
同
十
八
年
に
は
五
所
川
原
小

学
校
の
分
校
と
な
り
、ふ
た
た
び
」よ
ル

年
に
は
独
立
、翌
一
干
年
には
田
川
簡

易
小
学
校
と
名
称
が
変
り
、
明
治
二十

五
年
四
刀
に
は
田
川
尋
常
小
学
校と
な

り
、
学
級
編
成
も
単
級組
級
（
四
年
卒

業
）
で
あ
つ
た
。
 

そ
の
後
昭
和
二
年
ま
で
は
学
級
数も
一

学
級
（
六
年
卒
業
）
で
あ
つ
た
が
現
在

で
は
児
童
数
も
一
一
O
名
、
五
学
級
と

な
つ
て
い
る
。
 

名
月
の
予
足
表
、
日
配
ら
ん県
勢
要
覧

と
こ
レ
え
の
 
器

の
川
よ
 
市

町
村
勢

一
覧
、曹

貫

庁
、
中
央
 

圧
町
利
勢
一
覧
、割
通
府
県
庁
、
中
央

委

あ
れ
と
 
主
要
官
公

庁
、
県
内
責
官

公
ら
、
県

し
 
か
が
や
く
光
 
庁
馨
、

国
会
議
員
、
県
会
議
員
、
メ

川
原
婦
人
会
 
ー
ト

ル
法
換
算
表
、
郵
便
電
報
料
金
表
 

主
盤
官
公庁
、
県
内
土
妻
官
公
ら
、
県

ル
機
撫
、
国
会
議
員
、
県
会
議
員
、
メ
 

ー
ト
ル
法
換
算
表
、
郵
便
電
報
料
金
表

印
紙
税
早
見
表
、
庄
所
録
、
家
庭
覧
等

希
望
者
は
市
役
所
庶
務
課統
計
係
及び

県
庁
統
計
課
内
県
統
計
協会
ま
で
中込

み
く
だ
さ
い
。
 

な
お
当
H
、
同
校
の
三
代
お
よ
び
七代

校
長
で
三
十
六
年
間
も同
校
に
動
め
た

琴
艮
彦
太
郎
先
生
の筆
書
等
の
紀念
展

覧
会
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
 

同
校
紀
念
事
業
協賛
会
（
会長
奈
良
登

氏
）
で
は
八O
周
年
記
念
に
ブロ
ツ
ク

遺
り
校
門
、
通
用
門
、
紅
白
の
引
き幕
 

z
フ
ン
コ等
を
贈
つ
た
。
 

山
内
未
美
、八
木
柵
武
「
郎
、
高
島
春

雄
 

O
永
年
勤
統
（
五
年
以
上
）
 

象
良
た
ま
、
震
丈
、

其
田
繁
雄
、
高

橋
民
一
、長
尾
滋
、
小
野
ゆ
き
、奈
良

清
明
、
小
笠
原
谷
五
郎
 

結
核
精
神
病
患

者
 

の
給
付
を
引
上
げ
 

三
十
大
年十
月
一
日
か
ら
世
帯
主
で
あ

る
も
の
の
結
核
、
精
神
病
患者
の
給
付

率
が
引
きあ
げ
ら
れ
、
ヒ
割
給
付
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
治
療
に

は
か
な
ら
ず
疲
保
険
者
証
（
受
診
証
）
 

を
提
出
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
も

し
被
保
険
者
証
を
縄
示
し
な
い
と
世
帯

主
で
あ
る
か
、な
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん

の
で
こ
の
恩典
を
受
け
る
こと
が
出
来

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
か
らご
注
意
く

だ
さ
い
。
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

①
も
み
す
り
業
者
も
、も
み
す
り
前

に
水
分
の
下
見
をお
こ
な
い
不
乾
燥

も
み
は
再
乾
燥
せ
し
め
る
よ
う
に
す

る
C
と
⑥
も
ち米
お
よ
び陸
稲
に
つ

い
て
は
そ
の
識
別
を
明瞭
に
区
分
す
 

る
た
め
色
な
わ
を
使用
す
る
こ
と
と

す
る
（
包装
荷
造
時
、
か
ま
す
に
あ

つ
て
は
横
な
わ
を
、も
ち
米
は
赤
、
 

陸
稲
は
青
と
し
陸
稲
も
ち
は
赤
、青

俵
は
縦
な
わ
を
かま
す
と
同
様
の
色

な
わ
を
使
用
す
る
こ
と
）
 

市
婦
人

連
会
歌
完

成
 

「
「鯵
薙

鯵
襲
穀
鷲
「
無
舞
十
二月
二
十
一

日
 

横
山
副知事
、清
野
教
授eR
作
 

麟
購
難
慧
灘
一
 

一
 

乳
挙
人
名
簿
に登
録で
きな
い失
格
報
耗
呼
「
」
鉢野

 

約
受
付
ま
す
 

1
、
 

風
は
か
お
る
 
緑
の
風よ
 
昭
和
「
干

七
年
度
県
民手
帳
の
予約
を

①
九
月
十
五
日
現
在
で
年
令
満
ニ
十
オ
 
』
ジ
ぎ
ニ
二
 
呂ン
二
り
 
受
付
け
て

お
り
ま
す
。
価
格
は
一
冊九
 

く葡
の
者
ー

f‘言
 

」
縫
篭
盤

く
光
 
敏
尋
劃麟
ふ
郵
郵
 

③
九
月
十
五
日
現在
で
公
臓
選
挙
法
第
 

満
ち
た
り
 
五所
貫
婦

人
会
 
手
帳
の

内
容
は
市
町
村
混
図
昭
和
」
一
 

、
 
十
七

年
七
曜
表
、
略
暦
、
年
令
阜
見
表

一
一
ま
し高
し
 
岩
木
の
峰
 
各

月
の
予
足
表
、
日
記
ら
食
勢

要
覧
 

十
一
条
の該
当
者
 

、
 

十
七
年
七
曜
表
、
略
暦
、
年
令
阜
見
喪
 小

 の
検
討
を基
と
し
て
検
査
体
制
の
整

山
 
哨
を
は
か
り
検
査
崩
力
に
応
じ
た
適

一
 
正
検
査
量
を
定
め
検
査
い
た
し
ま
す
 

《
 が
生
産
者
、
も
み
す
り
業
者
は
つ
ぎ

一
 の
こ
と
に
穿

留
意
し
て作
業
し
て

く
だ
さ
い
。
 

①
乾
燥
途
中
ま
た
は
、も
み
す
り
作

業
前
に
集
荷
指
定
業
者
備
付
の
ケ
ツ

ト

（水
分
測
定
器
）
に
よ
る
水分
含
 

、

！
 

1
0月
塵
芥
 

処
理

日
程
 

新
宮
町
2
02
1日
、
錦
町
1
11
2ロ
、
幾
島

町
1
3日
、
柏
原
町
（
。2
2日
、
上
平
井
町
 

1
1
42
3日
、
中
平
井
町
！
1
52
3日
、
下

平
井
町
2
1
62
4日
、
十
川
町
2
2
4日
、
 

敷
島
町
3
4
1
71
82
52
6日
、
旭
町
5
6
 

1
92
02
72
8日
、
大
町
7
引
2
9日
、
寺
町
 

1
82
23
0日
、
岩
木
町
2
9
2
33
1日
、
 

川
端
町
1
01
1日
、
本
町
2
3
1
22
3糾
日

布
屋
町
4
2
5日
、
東
町
1
3？
日
、
鎌
谷

町
5
巧
2
6日
、
弥
生
町
5
1
52
6日
、
新

町
6
1
62
7日
、
柳
町
7
1
72
8日
、
元
町

一1
8日
、
田
町
8
92
93
0日
、
栄
町
1
03
1
 

一日
、
平
和
町
1
81
9日
。
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し
て
く
だ
さ
い
。
 

」
山
計量
器
は
事
前に
計
量
法
に
よ
る
 ”
 

⑩
包
装
荷
造
が
蚕
ル
全
で
検
霧
所
 
計
量
士
の
検
定
を
受
け
た
も
のを
使
 
【
 

で
手
直
し
さ
れ
ま
す
と
検
査
が
後廻
 
用
す
る
こ
と
（
キ
ロ
《
」貫
と
両
万
使
 ”
 

え
る
計
量
器
は使
用
で
き
ま
せ
んの
 
一
 

一
 

で
取
り
か
い
て
く
だ
さ
い
）
 

"
 

畏
査
時

に
お
け
る
刺
米
の
刺戻
し
 
【
 

露
止
レ

生
産
者
に
還
元
さ
れ
ま
す
 《
 

の
で
充
分
考
慮
し
運
搬
途
中
脱洞
等
、
【
 

の
な
い
ょ
う
雰
注
意
す
る
こ
と
。
 
（
 

⑧
自
厭
用
も
み
す
り
機
使川
者
は
か
 叫
 

し
に
な
り
ま
系
息

ル
全
に
荷造
り
 
な
宇
ホ
ツ

パ
ー
を
使用
す
る
よ
う
 
「
 

し
て
く
だ
さ
い
0
 

に
し
て
く
だ
さ
い
o
 

「
 

o
露

量
の
確
保
に
つい
て
は
毎
年
 
⑩
も
み
ず
昇
了
、
荷
造
し
た
ら
期
 
」
 

難
緋
鍵
警麟
灘
麟
 

産
米
乾
燥
を
充
分
に
 

ー
 

ミ
旦
丑
F
芳
斤

い
 
フ
、
 

食
糧
事
務

所
か
ら

注
意
 

感
謝
状
授
与
者
は
つ
ぎ
のと
お
り
で
あ

る
。
 

〇
校
長
 

高
谷
文
成
、答
上
喜
美
弥
、
奈
良
浮
太

郎
、
清
水
慶
助
、
本
間
徳
三
郎
、
斎
腰

伝
左
衛
門
、三
上
直
太
郎
、鈴
木
吉
弥

田
辺
甚
之
助
、
笠
井
亀
吉
、吹
田
金
之

進
、
晶
山
忠
左
工
門
、横
山
英
雄
、
小
 

昭
和
三
十
大
 票
し
得
な
か
つ
た
人
も
い
ま
ま
で
に
は
 い
も
の
を
の
ぞ
く
）
で
あ
る
こ
と
、
 

年
度
の
基
本

あ
り
ま
し
た
か
ら
来
年
の
選
挙
に
は
こ
 
の
名簿
確
定
の
則
日
（
十
二
貝
一
十
H
 

選
挙
人
名
薄

の
よ
う
な人
の
な
い
よ
う
に
こ
の
機
会
 
）
に
お
い
て
年
令
尚
一
干
オ
以
上
の
 

⑨
現
品
を
検
査
場
所
ま
で
は
午
後
一
 
と
な
つ
てい
る
の
で
本
年は
つ
ぎ
の
 
）
 

時
ま
で
（
土曜
日
は
午
前
十
一時
ま
 
措遺
に
よ
り
、
こ
の
絶
無
を
期す
る
 
叫

で
）
各
期
未
日
午
研
五
時ま
で
搬
入
 
よ
う
努
め
る
も
のと
す
る
。
 

在
で
お
こ
な
し
て
お
り
ま
す
が
毎
日
と
い
つて
よ
い

つ
こ
お
り
ま
ほ
ど
出
入
が
は
げ
し
い
の
で
ひ
と
り
も

ブ
。
こ
の
選
も
れ
な
く
と
い
う
こ
と
は
選
管
と
し
て

挙
人
名
簿
は
も

ち
よ
つ
と
む
づ
か
しい
の
で
あ
りま

来
年
度
執
行
す
。
な
お
名
簿
の
閲
覧
は
い
つ
で
も
便

予
定
の
参
議
宜

を
は
か
つ
て
お
り
ま
す
か
ら
ど
な
た

院
議
員
選
挙
で
も
自
由
に
み
て
く
だ
さ
い
。
 

お
よ
び
五
所

ま
た
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
か
、
お

川
原
市
長
選
ち

て
い
る
か
電
話
で
もよ
ろ
し
い
で
す

挙
に
こ
の
選
か

ら
か
な
ら
ず
確
め
る
よ
う
お
願
い
し

挙
人
名
簿
に
ま

す
。
と
く
に
転
田
、転
入
、
転
居
お

登
載
さ
れ
て
よ
び
間
借
者
、
家
族
に
移
動
が
あ
つ
た

い
る
人
によ

場
合
等
は
そ
の
都度
選
挙
管
理
委
員
会

つ
て
投
票さ

ま
で
ご
通
知
く
な
さ
い
．
 

れ
る
の
で
あ

ま
た
つ
ぎ
の
よ
う
な
か
た
で
移転
先
不

り
ま
す
か
ら

明
等
の
た
め
い
ま
ま
で
零
録
も
れ
の
か

肇
に

つ
き

た
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
か
ら
あ
す
 

副
島
廉
治
氏

退
職
 

市
立
西
北
中
央病
院
長
、副
島
廉
治
氏

は
さ
る
十
大
日
付で
退
職
、八
戸
労
災

病
院
長
に
転
出
しま
し
た
。
な
お
静
任
 

あ
た
つ
て
か
ら
「
名
簿
か
らお
ち
て
い

と
い
わ
ず
い
ま
す
ぐ
選
挙
菅
理
委
員
会
 

ノ
 
る
どつ
し
た
ん
だ
』
な
と
串
し

こ
J
ま
p
U連
絡
く
だ
さ
い
。
 

）
れ
た
り
し
ま
す
が
モ
の
喜
で

は
ど
う

m
選
焚

名
簿
議

要
件
 

に
も
な
り
ま
せ
ん
，モ
れ
が
た
め
に
投

①
日
本
国
民
（
戸
籍
の
適
用
を
ら
け
な
 



同
組
合
書
記
、松
本
ァ
イ
子
、
山
内
清

祐
、
神
山
納
税
貯
蓄
組
合
理
事
、斎
藤

由
雄
、
長
橋
郵
便
局
、
中
川
広
責
行

政
連
絡
員
、
横
山
政
吉
、
近
藤
七
郎
、
 

毘
沙
門
遺
族
納
税
貯
蓄組
合
長
山
口
長

助
、
田
町
第
一
納税
貯
蓄
組
合長
、
村

上
純
一
、弥
生
町
納税
財
蓄
組合
理
事

沢
田
延
云
 

国
民
年
金
の

お
知
ら
せ
 

保
険
料
の
納

入
に
つ
い
て

畠

民
年
金

の
保
険
料
は

市
役
所
民
生

課
ま
た
は
支

所
の
窓
ロ
で

国
民
年
金
印

紙
を
貿
シ
て
 

納
め
て
く
だ

さ
い
。
納
期

限
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す

四
月
、
五

月
、
大
月

分
は
七
月

末
日
ま
で
 

（ま
だ
納
めて
い
な
い
方
は
至
急
納

め
て
く
だ
さ
い）
。
 

七
月
、
八
月
、
九
月
分
を
・
一『
末
日

ま
●

十
月
、
＋
一
月
、

・r二
月
分

を
一
月
末
日
ま
で
、一
月
、
二
月
、
 

三
月
分
を
四月
末
日
ま
で
，四
月
を

こ
え
る
と
印
紙で
納
め
られ
な
く
な

り
ま
す
。
 

あなたの老後を守る 

国民年金の届出Tt熱 

O
保
険
料
は二
十
才か
ら
三
十
四
才
ま

で
は
月
一
O〇
円
、
三
十
五
才
から

大
十
才ま
で
月
に
一
五
。円
で
す
．
 

保
険
料
の
免
除
に
つ
い
て
 

9
憲
伯
扶助
等
を
受
け
てい
る
方
は
保

険
料
が
免
除
に
な
り
ま
す
。
 

O世
帯
員
が五
人
以
上
で
年間
収
入
が

十
四
万程
度
で
あ
れば
保
険
料
が
免

除
に
な
りま
す
。
 

Oそ
の
糞

期
間
に
わ
た覇
人
が

あ

つ
た
り
災害
を
受
け
た
り
レて
特
別

の
事
情
が
あ
れ
ぱ
免
除さ
れ
る
こと

も
あ
り
ま
す
か
ら
以
上
の
よ
う
な
方

は
印
監
と国
民
年
金
手
帳
をも
つ
て

市
役
所
ま
で
お
い
で
く
ださ
い
。
 

昭
和
」
干
大
年
四月
一
日
以
接
の
福
祉

年
金
の
取
扱に
つ
い
て
 

O昭
和
「
千大
年
四
月
一
日
現
在
で満

五
十
才
に遠
し
て
る
方
は
従
来通
り

満
七
十
才に
な
つ
た
と
き
に老
令
福

祉
年
金
の戴
定
請
求
する
こ
と
がで

き
ま
す
か
四
月
一
旧
で
五
十
才
に達

し
て
い
な
い
か
た
は
国
民
年
金
の資

格
取
得
の届
出
を
さ
れ
て
な
い・
「毛

令
福
祉
年
金
ぱ
か
り
で
な
く
母
子
福

祉
年
金
、
障
署
福
祉
年
金
の
礎
請

求
も
す
るこ
と
が
で
きま
せ
ん
q
 

ま
だ
賢
格
取得
の
届
出
をさ
れ
て
いな

い
方
に
つ
い
て
 

本
年
四
月
一
日
に
さ
かの
ぼ
つ
て
資

格
の
取
得
が
で
き
ま
す
か
ら至
急
市

役
所
に
届
田
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

届
出
の際
印
鑑
を
も
つ
て
市役
所
民

生
課
に
おい
で
く
だ
さ
い
。
 

満
一
干
才
に遠
し
た
方
は
誕
生日
か
ら

二
十
日
以
内
に
市
役
所
へ
資
格
取
得を

届
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

‘
』
E●
‘
《
【
】
」
三
主
」

E三
ビ
ー
．
．
王
ー
 

「
秋晴
れ”
熱
？
難
碧
 

自
衛
隊
青
森
地方
連
絡
部
で
は
五
高
、
 

五
農
の
両
校
生徒
を
対
線
に
へ
り
コ
ブ

タ

1
に
よ
る
市
内
上
空
の
体
験
飛
行
を

秋
晴
れ
の
十九
日
お
こ
な
つた
。
 

同
日
は
自
衛
隊
八戸
航
空
隊
救
助
隊
の
 
 

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
来五
、
五
高
グ
ラ
ン

ド
で
救
助
訓
練
を
両校
生
徒
お
よ
び
一

般
市
民
に公
開
し
た
後
、
両
校
」」
徒
の

代
表
を
塔
乗さ
せ
て
市
内
上
空
を
一
周

し
た
。
 

》
 

.
 

期
 

日
 

第
一
会場
 

第
ニ
会場
 

1
1
 月

5
 
日
 
1
 
9
 日
 

五
所
川
原
農

林
高
等

学
校
 

五
 
所
 

川
 
原
 
中
 
学
 
校
 

第
3
回

青
森
懸
農

業
祭
 

主
 
催
 

五
 
所
 

川
 
原
 
市

協
 
賛
 

青
 

森
 
県

後
 
援
 

農
林
省
 
各
関
係
団

体
 

~ー~，~~~~・～ 

川
浪
一
徳
、佐
藤
勇
蔵
、

竹
谷
要
次
郎
 
須藤
徳
市
、

其
田
助
七
、
其
田
正
勝
、
 
 
区
一
名
、

「
昇
地
区
八名
、

毘
沙
門
地
 
大名
、

中
川
地
区
四
十
三名
、

田
沙
門
 中
泉
部
落
 

△
納
税
貯需
組
合
（
年
内
先
納
）
 

中
平
井
町第
一
納
税
貯
蓄
組
合
、新
宮

第
ー
ク
、
小
曲
第
ー
ク
、
下
七
ツ
舘
ク

猫
淵
ク
、広
田
ク
、
広
田
第
ー
ク
、七

ツ
舘
第
ー
ク
、梅
田
中
部
ク
、梅
田
第
 

ー
ク
、
‘
梅
田
第
ニ
ク
、梅
田
第
三
ク
、
 

梅
田
協
和
ク
、梅
田
新
生
ク
、
梅
田
新

進
ク
、
中
泉
西
村
ク
、中
泉
中
部
ク
、
 

中
泉
下
ク
 中
泉
第
ー
ク
、俸
元
協
和

ク
、
高
野
ク
、福
泉
第
ー
ク
、吹
畑
ク

石
畑
ク
、悪
戸
ク
、
南
新
ク
、
北
新
ク

興
隆
ク
、下
岩
崎
ク
大
日
町
ク
、川
山

親
交
ル
、下
田
川
ク
、
種
井
ク
、鶴
力

岡
ク
、
上
藻
川
ク
、
下
藻
川
ク
、
中
藻

川
ク
、
中
長
富
ク
、
下
長
冨
ク
、レ
宜
（
 

冨
ク
長
富
愛
郷
ク
。
 

O成
績
優
良
納
税
貯
苔
組
合
 

新
官
納
税
貯
蓄
組
合
、小
曲
振
興
ク
、
 

梅
田
下
矛
、梅
田
上
ク
、
下
用
ク
、
 

第
一
中
川
ク
、鴻
ノ
巣
ク
、桜
田
ク
、
 

毘
沙
門
遺
族
ル
。
 

納
税
功
労者
 

上
藻
川
共栄
納
税
貯蓄
組
合
理
事
、乗

田
仁
右
工門
、
・
」
撫

川
納
税
貯蓄
組
合

監
事
、
川
浪
豊
作
、
4
1
川
第
一
農
業
協
 

乗
田
あ
ね
、乗
田
又
 
、畑
山
正
栄
（
品
構
兼
作
、
高
構
辰
三
郎
、高
谷
又
四

区
一
名
。
 

地
区
五
十
一名
。
 

響
難
鷲
灘
競
響
 

五
 

万
 

月
 

l昭和33年 9月】0日、 

、窮三種郵便物認可ノ 

周
市
税
完

納

者
表

彰
 

十
地

区
十

会
場
で

賞
状
授
与
 

市
税
務
課
で
は
市
購
期
内
完
納
者
の
周

二
三
山
と
し
、
三
浦
肇

（梅
田
）
 
島
アネ
、
前
田
栄
造
、
笹
森
み
よ
（
東
吉
（
弥
生
町
）
成
田
英
一
、聞
山
敬
司

表
彰
式
を
こ
と
し
も
十
百
か
ら
五
日
大
谷
直
大
郎
、
大
谷
慶
作
、
成
田
平
内
町
）
原
潜
竜
、
対
馬
留
次
郎
（
大
町
）
 
（川
欝
）
榊
宏
（
岩
木
町
）
中
村
増

う
間
市

内
十
誉
、

ト
会
場
で
盛
大
にお
 
（
中
泉
）小
笠
原
友
次
郎
（
高
野
）
太
草
刈
繁
治
、
福
土
行
男
、
栗
林
徳
治
、
 栄
（
敷
島
町）
逆
瀬
川
清
巳
（
中
平
井

肝
 
こ
な
い
ま
し
た
。
 

田
義
雄
、
長
峰
秀
治
、
長
峰
滋
、
浜
舘
松
田
市
五
郎
、
◇
キ
ョ
（
旭
町
）
鶴
谷
町
）
山
口
健
作
（
下
平
井
町）
小
林
光

部
 
こ
と
し
の
表
彰
者
は
個
人
か
一
四
七
四
友
一
、岡
田
晴
正

（
飯詰
）
岡
田
鉄
雄
正
次
、
成
田
差
二
（
布
屋
町
）葛
西
専
己
、
松
本
平
内
、佐
た
木
曲
太
即
（
枯
 

a
名
法
人
が
二
十
一
、団
体
五
十
二
、
功
田
辺
悪
助
、

坂
木
豊

郎
、
坂
本
元
蔵
、
工
藤
哲
郎
、櫛
引
大
蔵
（
本
町
）

喝
）
長

内
文
雄
（
梅
田
）
平
山喜
啓

労
者
十
一
名
、
合
計
で
昨
年
度
より
約
市
、
其
田
勘
一
郎
、
中
谷
真
嵯
雄
（
下
佐

A木
勝
義
、
新
山
武
夫
、
川
浪
田
古
 
（
湊）
小
笠
原
集
一
、
佐
藤
由
太
郎
、
 

六
（う
名
多
く
な
つ
て
い
ま
す
。
 

岩
崎
）
小
笠
原
健
次
郎
、
小
野
虎
一
、
 川
村
仁
助
、
木
村
タ
マ
、
柴
田
文
歳
、
 斎
藤
健
三
、福
上
竹
次
郎
、
福
士
耕
一

表
彰
対
象
者
は
個
人
三
十
五
年度
完
納
小
笠
原
春
造
、
小
山
内
清
見
、
小
野
円
高
松
久
作
（
川
端
町
）
井
沼
清
三
郎
、
 福
上
多
吉
、
福
士
時
雄
、
福
士
由
松
、
 

八
七
五
名
、
、
二
年
運
統
（
納者
西
次
郎
、

開
米
賢
作
、開
米
一
己
、
叩
米
自

P康
雄
、
＋
苗
喜
助
、‘
神重
三
（
岩
福
士
良
吉
、福
土
千
代
太
郎
、小
笠
原

五
、
」
年
連
続
完
納
一
一
六
名
、
四
年
民
雄
、
川
浪
弥
四
郎
、
沢
田
喜
」
郎
、
 木
町
）
川
浪
要
太
郎
、蝦
名
足
四
郎
、
 竹
之
助
（
高
野）
阿
部
正
男
（羽
野
木

連
続
完
納
者
九
大
名
、
五
年
連
続
完
納
竹
谷
雄
吉
（
鶴
力岡
）
一
戸良
秋
、
一
鶴
谷
良
三
郎
（
級島
町
）
小
山
内
貞
雄
沢
）
小
田
桐
勇太
郎
（
金
山）
横
山
柾
 

ー
 
者
九
「
著
、
大
年
連
続
完
納
者
四
九
名
戸
直
定
、
竹
谷
市
三
郎
（
藻
川
）
長
崎
千
葉
兼
五
郎
（
下
平
井
町）
大
鷹
作
次
古
、
大
高
蛙
弘
、今
嘉
四
那
・
印島
多
 

，

法
人
関
係
は
三
十
五
年
度
（
元納
が
十
一
武
志
（
界
門
）
小
田
桐
柾
五
郎

（
福
郎
、
木
村
巌
、

新
谷
孝
造
、
宮
本
か
助
、
和
尋
太

郎
、
長
峰
重
宣
、
奥
田

二
年
運
統
完
納
大
、
」
犀
運
続
完
納
三
山
）
工
藤
五
郎
（
豊成
）
高
柵
直
一
、
 っ
、
平
川
儀
助
、符
カ

チ
、
渋
川
久

貞
治
、木
村
蔵
太
郎
、
今
長
八
、
難

広
四
年

麗
完
納

一
、ま
た
団
体で
は
納
土
岐
委

郎
（
杉
竪

）
片
山
勇
古
、
 雄
（
柏
原
町
）
大
溝
善逸
、
長
尾
常
四
清
美
果
智

鎧
（
飯
詰
）
佐
々
木
市

税
貯
畜
組
合
五
〇
、完
納
部
落
は
三
、
 宮
崎
留
古
（
福
岡）
 
郎
、

大
瀬
永
吉
（
胡
町
）
川
浪
喜
代
作
太
郎
、
岡
田
強
、坂
本
勇
治
、松
本
与
 

鳥
議
讐
媛
れぞ
れ記
念o
五
年
連続完
納
者
賑）？」
醸
」
醸」里
結
銘
鰭
裾
轄
雄
 

な
お
各
会
場
で
表
彰
式
終
了
後
、
演芸
福

士
周
蔵
、
野
呂
武
夫
（栄
町
）
鹿内
仙
庭
裕

（
松
ノ木
）
山
口
柾
右
工
門
、
 野
宮
政
信
、
野
宮
金
助
、増
田
勘
十
郎

長
大

会
や
敬
裏
会
な
ど
も
お
こ
なわ
れ
た
藤
太
郎
、
須
郷
与
三
郎
、村
上
純
一
（
日
ノ
沢
小
次
郎
（
飯
詰
）
館山
久
夫
、
 
（
下岩
崎
）
寺
崎
光
広
（
沖飯
詰
）
川
 

ー
 

「
」
、

F
E
t
手

な
‘
 
田
町

）
本
壮
実
（
平和
町
）
、
鈴
樹
忠
藤
森
保
平
、
藤
森
康
雄
、
高
田
豊
太
郎

潮
要
市
（
川
山〉
山
形
三
郎
、小
等
臓
 

く
．
‘
ゴ

i
ー
．
コ
i
・ニ
 
直
、
秋
田
忠
造
。
元町
）
岡
原
勉
、
外
 
（川
山
）
高
柵
長
吉
（中
泊
）
奈
良
長

昌
城
（
田
川
）
小
野
音
」
廊
、
小
野
充

川
尾
笥
古
（

爵

）
佐
々
木
務
吉
（
本
崎
二
郎
、
原
田
ク
ニ
（
新
町
）
葛
西
稔
次
郎
（
用

）
田
中
専
之
作
（高
瀬
）

郵
（
鶴
ケ
岡
）
答
誠
云
助

（
藻
川）
 

町
）
小
山
内
竜
心
（
川瑞
町
）
小
島
久

平
山
金
三
郎
、
金
沢
定
雄

（
柳
町）
木

一
戸
辰四
郎
、
小
野
武
三
郎
、
小
巌

小
笠
原
貞
助
、角
田
松
四郎
、
算
千
 

・

ー
雄
（
敷
島
町
）
新
谷
与惣
治
（
柏
原
町
村
繁
太
郎
、
三
浦
一
廊
（鎌
谷
町
）
秋
卯

「
廊
、
小
野
善
一
、
小
野
三
之
頭
、
 代
古
、
木
村
芝

吉
、
木
村
義
江
、
北

月

）
浅
利
み
さ
、
金
丸
貞
次
郎
、斎
藤
正
元
滝
太
郎
、
島
田
克
孝
、
下
山
英
夫
、
 小
野
勝
四
郎
、
開
米
精
造
、
一
戸
勘
古
川
平
作
、斎
藤
和
吉
、
桜
井
賢
助
、桜

則
、
神
喜
「
露
、
福
七
長
之
助
、前
田

三
上
竹
四
郎
、
対
馬
司
（
弥
生
町）
小
一
戸
登
一
郎
、
川
浪
豊
作
、
川
浪
金
昇
井
喜
久
蔵
、
詳

清
一
、
沢
田
敬
古
、
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活
改善
（農
村
食
、
作
業衣）
林
産
物
 

J
タ
「
J目
‘一
t
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且t

竺
」
一
一
一
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よ
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（
木
炭
、

木
材
、
栗
、く
る
み
）
骨
森《
 

、
一
y

?
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J
l
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‘
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県
農
産
加
工
品
犀
雲
、

農業
機械
慶
＼
 

ー
 

‘
 

‘
 

示
会
、
農
業
資
材
展
覧
会
ら
が
出
品
予
》
 

ま
た
会
期
中
に
市
と
県
農
機
具
協
会
共
 

,
 者

と
も
今
年
十
一
肩末
完
腐
を
胃
指
し

万
五
千
円
）
 

て
モ
れ
ぞ
れ
工
事に
着
手
しま
し
た
。
 

 
木
導
轡
一種
平
屋
建
、
柴
田
峰
作
（
岩
 

同
住
宅
の
建
般
場所
は
栄
地
区
湊
で
、
 

住
宅
構
造
は
い
ま
まで
の
住
宅
と
お
な

じ
で
あ
り
ま
す
。
 

な
お
工
事
請
負
者は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
 

あ
り
ま
す
o
 

《
 

其
田
政
（
下
岩
崎
）
斎藤
和
五
郎
、高

柵
元
作
（長
富
）
 

三
年

連
続
完
納
者
 

五
所
川
原
地
区五
十
大
名
、
梅
沢
地
区

三
名
、
七
和
地
区
一
干
五名
、
長
柵
地

区
八
名
、
飯
詰
地
区
十
四
名
、
中
川
地
 

汐
 

催
の
第
十
二
回
今
宙優
良
農
業
磯
械
展
 

負
市

民
生
課
で
請
和
「
1
大
年
度
建
設
野
鉄
男

（
敷
島
町）
十
戸

（
三
四o
万
 
（
4
1
平
井
町
）
十
戸
（

二
大
七
万
円
「
 

示
会
、
市
と
東
奥
日
報社
共
催
に
よ
る
 

m
 計
画
の
市
営
住
宅
、第
一
種
ブ
ロ
ツ
ク
八
千
円
）
 

）
 

一
 

青
森
県
農
業
資麓
覧

会

g
お
こ
な
 

“
ノ
言
弓
！？
或
置
月
‘
 

大
会
、ミ
ス展
村
コ
ン
テ
ス
ト
、
トラ
《
 

ー

造
第
二
種
平
農大
〇
戸
、計
一
8
柳
町
）八
戸
（
三1元
万
八
胃
）
、
 

・
て
●

に
巨
と

g
ぐ
ョ
日

・
 
・
 
芸
能
関
係
の
行
事
と
し

て
は憐

芸
能
一
 

戸
の
入
札
をU
eほ
ど漕
な
い
各業
原
田
兵
助
（
栄
町
）
十
ニ
戸
（四
九八
 

虐
」〈
贈
糾

身
女
”
印

団
く
 

大
会
、ミ
ス
霧
コ
ンテ
ス
ト
、トラ
ー
 

あ
り
ま
す
。
 

一
 

郎

（
錦町
）
八
戸
（
一
九
三
万
五
舌

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
した

o
 ‘

品
物
は
 
水
、陸
稲
、
り
ん
ご
、
果
ー
言
》
 

一
 

第
二
種
ブ
ロ
ツク
建
、
笹
森
冨
栄

（
稲
）
、
大
雲
一
（
中
平
奇

）
十
ニ
戸
第
一
会
場
の
五
雲
で
は

農
覇
、

農
実
（
ぷ
宮
、

梨
、
柿
）
畜
産
（豚
、
 

《
 

実
）
十
戸
（
語
負
額三
三
七
万
円
）
中

（
二
九
o
万
大
千
八
百
円
）
福
岡
寿
一

業
機
械
等
の
曇
小
会
、
ま
た
第
二
会
場
緬
羊
、
山
羊
）
、モ
さ
い
、
貰
、

生
 

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
した
。
 

出
品
物
は
 
水
、陸
稲
、
り
ん
ご
、
果
 
一
 

剛
平
屋
建
二
〇
戸
、
同
二種
ニ
〇戸
、木
第
二
種
プロ
ツク
趣
、藤
田
末四
郎
（
 

ご
一
 
一
 

三
 
一
 

J
 ョ
・
・
 

わ
れま
す
o
・
 

一
 

平
屋
建
二
〇
戸
、同
二
種
ニ
〇
戸
、
木
第

二
種
プ
ロ
ツ
ク
趣
、
藤
田
末
四
郎
（
 

ご
一
 
一
 

一
 

一
 

J
 ョ
・
・
 

わ
れ
ま
す
o
 

”
 
「

1

一1
 
八
ノ
・
‘
、・I
し
バ

ひ
令、
、
ノ
・
、
 
ノ
●》
 t発
昆
引1

1‘
ーー
，一
 

百
戸

の
入
札
が
終
り
ま
し
た
 

木
町
）
十
戸
（
一
一
四一
一
万一
一
壬］]）
、
 

渋
谷
多
吉
（田
町
）
士
月
口
西
四
万

一
一
千円
、
、
上
見
義
直
（
長
冨
）
九
戸
 

（
二
一
九
万
五
千
円
）
、小
田
川
与
太

郎

（
錦町
）
八
戸
（
一
九
三
万
五
」
山］
 

ク
タ
ー
カー
ニ
パ
ルら
が
予
定
さ
れ
モ
『
 

1
1月
5
日
か
ら

9
日
ま
で
 

議
縄
製
さ
ん

の行
事が
一
 

第
三
回
胃
森
県
農
業
祭
は
今
秋
十
一
月
 
の
五
中で
は
家
畜
、
大
型
農
業
機
械
の
 な
お
農
業
祭
ポ
スタ
ー
も
こ
の
ほ
ど
で
 
《
 

五
日
か
ら九
日
ま
で
五
日
間
、五
所
川

展
示
会
お
よ
び
農
業
資
料
展
示
会
が
お
き
あ
が
り
同
事
務
局
では
県
内
各
地
区
『
 

原
農
林
高校
、
五
中
の
両
会
場
で
聞
催

こ
な
わ
れ
ま
す
．
 

に
発
送
しま
し
た
。
 
一
 

定
さ
れ
て
い
る
。
 

▲
一
一
年連
続
完
納
法
人
 

越
谷
商
会
、
株
式
会
社
田
中
木
工
所
、
 

日
木
通
運
株
式会
社
、
津
軽
鉄
道
株
式

会
」i
i

、
末
広
稲
荷
神
社
、青
森
銀
行
原

子
支
店
。
 

▲
昭
和
三
十
五年
度
完
納
法
人
 

有
限
会
社
青
菱
さ
さ
●
首
動
車
商
全
、
 

大
洋
商
事
株
式
会
社
、
住
友
生
命
相
互

会
社
、
東
北
電
気
工
事
株
式
会
社
、大

成
建
設
株
式会
社
、
青
森
県
酒
頬
卸商

業
協
同
組
合
、
株
式
会
社
ポ

lラ
化
粧

品
東
北
支
社
、
株
式
金
日
通
火
災
保

険
代
理
店
、青
森
県
信
用
農
業
協同
組

合
、
秋
田
鉄
道
算
理
局
、
津
軽
信
用
金

車
っ
 

団
体
完
納
部
落
表
彰
 

△
四
年
連
続
？講

部
落
 

福
井
部
落
、
伝
助
町
 

△
二
年
連統
完
納
部
落
 

地
区
五
名
、
」
辱
地
区「
干
七
名
、
毘
 

沙
門
地
区
二
十
三名
。
 

三
十
五
年
度
完
納
者
 

五
所
川
原
地
区
三
七
三
名
、栄
地
区
」
1
 

土

一
名
、梅
田
地
区
五
十
一
名
、長
橋

地
区
四
十
五
名
、七
和
地
区」
干
五
名

松
島
地
区
一
一一
唇
、
飯
詰
地
区九
十
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